『伊勢市史』第六巻考古編 by 堀田 啓一
紹
介
﹃
伊
勢
市
史
﹄
第
六
巻
考
古
編
堀
田
啓
一
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
四
十
五
巻
第
六
号
抜
刷
紹
介
皇
學
館
論
叢
第
四
十
五
巻
第
六
号
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
日
『伊
勢
市
史
﹄
第
六
巻
考
古
編
堀
田
啓
一
Ｂ
５
版
︑
タ
テ
上
下
二
段
組
︑
口
絵
全
カ
ラ
ー
で
十
六
頁
︑
本
文
八
二
〇
頁
あ
り
︑
裏
表
紙
に
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク
と
︑
付
録
に
﹁
遺
跡
分
布
図
﹂︵
二
万
五
千
分
の
一
︶
と
﹁
高
倉
山
古
墳
石
室
実
測
図
﹂︵
八
十
分
の
一
︶
が
つ
い
て
い
る
︒
本
編
の
部
会
長
た
る
岡
田
登
氏
は
第
一
章
か
ら
第
五
章
︵
第
四
章
特
論
遺
跡
を
除
い
て
︶
ま
で
大
部
分
を
執
筆
編
集
す
る
と
い
う
大
役
を
果
た
し
て
い
る
︒
丸
背
で
紺
色
の
綺
麗
な
布
製
装
丁
に
金
字
の
﹁
伊
勢
市
史
第
六
巻
考
古
編
﹂
の
背
文
字
が
入
り
︑
上
品
で
高
級
感
を
も
た
せ
て
い
る
︒
一
般
的
に
み
て
県
史
や
市
町
村
史
は
︑
Ａ
５
版
の
小
型
の
も
の
が
多
い
が
︑
図
面
や
写
真
の
多
い
考
古
学
的
遺
跡
・
遺
構
・
遺
物
の
性
格
上
︑
Ｂ
５
版
と
い
う
大
版
サ
イ
ズ
を
採
用
し
た
︒
こ
れ
は
本
書
を
活
用
す
る
読
者
に
対
す
る
配
慮
を
︑
大
い
に
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
︒
次
い
で
︑
目
次
に
従
い
な
が
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
︑
一
瞥
し
て
お
き
た
い
と
思
う
︒
前
述
し
た
如
く
︑
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
と
考
古
関
係
文
献
一
覧
︑
あ
と
が
き
︑
考
古
編
協
力
者
一
覧
︑
執
筆
者
及
び
担
当
分
野
︑
市
史
編
さ
ん
関
係
者
の
見
出
し
と
な
っ
て
い
る
︒
第
一
章
調
査
・
研
究
史
は
︑
第
一
節
発
見
・
発
掘
と
第
二
節
分
布
調
査
と
遺
跡
地
図
︑
第
三
節
発
掘
調
査
は
立
会
い
調
査
を
含
め
︑
昭
和
三
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
一
五
〇
遺
跡
の
一
覧
表
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
︒
第
四
節
市
史
編
さ
ん
に
と
も
な
う
調
査
で
は
︑
旧
伊
勢
市
内
所
在
の
遺
跡
数
が
北
浜
地
区
か
ら
豊
浜
︑
城
田
︑
中
島
︑
宮
本
︑
沼
木
︑
大
湊
︑
神
社
︑
有
緝
︑
厚
生
︑
早
修
︑
明
倫
︑
修
道
︑
進
修
︑
浜
郷
︑
四
郷
地
区
の
十
六
地
区
内
に
四
五
八
遺
跡
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
遺
跡
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
︑
古
墳
時
代
で
一
四
二
遺
跡
が
あ
り
三
十
一
％
を
占
め
て
い
る
︒
第
五
節
は
―53―
今
後
の
課
題
と
し
て
︑
重
要
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
︑
そ
の
他
諸
遺
跡
出
土
・
採
集
さ
れ
た
考
古
遺
物
を
︑
市
の
管
理
の
も
と
一
括
し
た
保
存
や
管
理
︑
展
示
な
ど
を
通
じ
た
活
用
の
必
要
性
︒
第
二
に
内
宮
の
鎮
座
す
る
宇
治
︑
外
宮
の
鎮
座
す
る
山
田
な
ど
市
街
化
さ
れ
た
地
や
神
宮
々
域
内
出
土
遺
物
の
紹
介
︑
今
後
宮
域
内
の
考
古
学
的
調
査
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
︒
第
二
章
は
時
代
別
概
観
と
し
て
第
一
節
旧
石
器
時
代
か
ら
第
二
節
縄
文
時
代
︑
第
三
節
弥
生
時
代
と
第
四
節
古
墳
時
代
︑
第
五
節
古
代
と
第
六
節
中
世
と
第
七
節
近
世
に
分
け
て
概
観
し
て
い
る
︒
ま
ず
旧
石
器
時
代
は
約
二
万
年
か
ら
一
・
二
万
年
前
︑
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
で
指
標
石
器
と
し
て
︑
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
と
す
る
時
代
か
ら
槍
先
形
尖
頭
器
を
伴
う
時
代
を
経
て
細
石
刃
・
細
石
核
の
出
現
時
代
へ
移
行
す
る
︒
市
内
で
の
旧
石
器
か
ら
縄
文
草
創
期
の
遺
跡
は
十
一
ヶ
所
あ
り
︑
そ
の
中
で
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
︑
宮
川
中
流
右
岸
に
所
在
す
る
津
村
町
元
新
田
遺
跡
が
あ
る
︒
採
集
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
二
か
ら
三
糎
の
小
型
品
で
︑
東
海
か
ら
関
東
地
方
に
見
ら
れ
る
茂
呂
型
の
も
の
が
多
く
チ
ャ
ー
ト
製
を
主
と
す
る
が
︑
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
横
長
剥
片
を
利
用
し
た
畿
内
系
技
法
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
︒
第
二
節
の
縄
文
時
代
は
一
・
二
万
年
か
ら
二
・
四
百
年
前
の
地
球
温
暖
化
時
代
を
迎
え
る
︒
環
境
の
変
化
は
人
類
定
住
生
活
を
可
能
に
し
︑
人
口
の
増
加
も
相
ま
っ
て
市
内
の
遺
跡
も
増
加
し
て
八
〇
ヶ
所
を
数
え
る
︒
そ
の
う
ち
土
器
の
採
集
さ
れ
た
の
は
二
〇
ヶ
所
︑
時
期
比
定
が
可
能
な
遺
跡
は
十
四
ヶ
所
で
あ
る
︒
草
創
期
一
遺
跡
︵
中
村
町
桶
子
︶︑
早
期
三
遺
跡
︵
磯
町
大
藪
︑
今
在
家
大
床
谷
Ｄ
︑
辻
久
留
万
所
︶︑
前
期
一
遺
跡
︵
大
津
野
Ａ
︶︑
中
期
三
遺
跡
︵
藤
波
︑
ハ
ノ
カ
︑
オ
ゴ
山
︶︑
後
期
四
遺
跡
︵
藤
波
︑
荘
司
端
︑
元
新
田
︑
中
ノ
垣
内
︶︑
晩
期
三
遺
跡
︵
藤
波
︑
小
御
堂
前
︑
大
藪
︶
が
あ
げ
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
で
︑
注
目
さ
れ
る
の
は
佐
八
藤
波
遺
跡
で
あ
り
︑
縄
文
中
期
か
ら
後
晩
期
へ
と
約
二
千
年
の
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
た
注
目
す
べ
き
遺
跡
で
あ
る
︒
特
に
本
書
第
四
章
の
特
論
遺
跡
の
第
一
節
で
取
り
上
げ
︑
田
村
陽
一
氏
が
四
七
頁
の
大
部
に
わ
た
り
︑
豊
富
な
土
器
拓
本
や
石
器
等
の
実
測
図
︑
写
真
な
ど
そ
え
て
こ
の
遺
跡
の
も
つ
重
要
性
を
発
表
し
て
い
る
︒
数
点
で
は
あ
る
が
弥
生
土
器
も
出
土
す
る
︒
第
三
節
の
弥
生
時
代
で
は
︑
紀
元
前
四
世
紀
か
ら
紀
元
後
三
世
紀
中
頃
ま
で
約
七
百
年
間
と
み
て
︑
近
年
の
弥
生
時
代
の
開
始
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
見
解
を
と
っ
て
い
る
︒
こ
の
紀
元
前
四
世
紀
早
期
の
遺
跡
は
未
確
認
で
︑
本
書
紹
介
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
前
期
四
ヶ
所
︑
中
期
一
一
ヶ
所
︑
後
期
二
五
ヶ
所
の
計
三
六
ヶ
所
で
あ
る
︒
そ
の
中
で
五
十
鈴
川
中
流
域
の
弥
生
後
期
中
村
桶
子
遺
跡
か
ら
銅
鐸
片
の
採
集
︑
宮
後
遺
跡
︵
前
・
中
・
後
期
の
土
器
︶︑
低
段
丘
の
月
読
宮
遺
跡
︵
後
期
の
土
器
︶
や
中
村
遺
跡
︵
中
・
後
期
の
土
器
︶
が
新
た
に
確
認
さ
れ
た
︒
こ
の
こ
と
は
従
来
の
皇
大
神
宮
︵
内
宮
︶
に
︑
六
世
紀
後
半
以
前
に
天
照
大
神
が
祀
ら
れ
た
遺
跡
は
な
く
︑
未
開
の
土
地
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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た
︒
そ
れ
故
︑
五
十
鈴
川
流
域
の
内
宮
創
始
に
つ
い
て
︑
筆
者
の
岡
田
氏
は
私
見
で
は
あ
る
が
と
し
て
︑
三
世
紀
末
頃
と
考
え
る
注
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
後
期
の
堅
穴
住
居
址
や
方
形
周
溝
墓
な
ど
︑
勢
田
川
流
域
を
含
め
外
宮
創
始
に
関
し
て
も
︑
定
住
生
活
の
確
認
で
き
る
遺
跡
が
存
在
す
る
︒
第
四
節
の
古
墳
時
代
で
は
南
勢
地
域
の
櫛
田
川
流
域
は
︑
松
阪
市
宝
塚
古
墳
群
や
権
現
山
︑
高
塚
︑
神
前
山
古
墳
な
ど
支
配
者
層
の
奥
津
城
が
︑
宮
川
流
域
で
は
川
筋
を
中
心
と
す
る
限
定
小
地
域
の
支
配
者
層
の
古
墳
群
が
存
在
す
る
︒
そ
の
中
で
赤
土
山
古
墳
群
は
︑
六
世
紀
前
半
築
造
の
連
接
す
る
一
辺
十
米
程
の
方
墳
二
基
が
調
査
さ
れ
た
︒
そ
の
成
果
は
第
四
章
第
二
節
で
詳
説
さ
れ
る
が
︑
東
の
一
号
は
盗
掘
に
あ
い
︑
西
二
号
墳
は
箱
式
石
棺
を
内
部
構
造
に
︑
周
溝
内
で
円
筒
埴
輪
列
と
立
派
な
形
象
埴
輪
︵
馬
・
人
物
巫
女
・
家
形
な
ど
︶
が
出
土
し
て
い
る
︒
ま
た
六
世
紀
後
半
頃
︑
外
宮
裏
山
に
巨
大
な
横
穴
式
石
室
︵
全
長
全
国
七
位
︑
玄
室
長
全
国
一
位
で
面
積
は
二
位
︶
高
倉
山
古
墳
が
調
査
さ
れ
︑
七
世
紀
初
頭
に
追
葬
さ
れ
た
伊
勢
地
方
に
絶
対
勢
力
を
も
っ
た
度
会
氏
の
築
造
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
︒
古
墳
の
重
要
性
か
ら
第
四
章
第
三
節
に
︑
特
論
遺
跡
と
し
て
取
り
上
げ
付
編
一
に
は
土
生
田
純
之
氏
の
横
穴
式
石
室
の
考
察
を
︑
付
編
二
に
は
奥
田
尚
氏
に
よ
る
石
材
と
そ
の
採
石
地
の
考
察
を
の
せ
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
︒
第
五
節
の
古
代
で
は
大
化
以
降
︑
伊
勢
国
で
は
神
宮
の
創
始
以
来
有
尓
の
鳥と
墓つか
に
神こう
庤だち
を
置
き
︑
神
国
と
称
し
て
評
を
設
け
大
化
五
年
︵
六
四
九
︶
に
十
郷
を
分
け
︑
度
会
の
山
田
原
に
屯
倉
を
︑
竹
村
に
屯
倉
を
置
い
て
度
会
評
と
多
気
評
の
二
評
に
分
け
る
︒
奈
良
時
代
の
官
衙
遺
跡
と
し
て
沼
木
郷
高
河
原
に
離
宮
院
が
︑
度
会
郡
衙
が
山
田
原
の
屯
倉
地
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
︑
今
後
の
想
定
地
域
の
第
五
章
の
試
掘
調
査
遺
跡
の
増
加
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
︒
第
六
節
の
中
世
か
ら
第
七
節
の
近
世
に
か
け
て
は
︑
神
仏
習
合
思
想
の
定
着
と
発
展
に
よ
り
︑
神
宮
祭
祀
の
み
な
ら
ず
氏
寺
と
経
塚
遺
跡
の
出
現
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
中
で
も
第
四
章
の
特
論
遺
跡
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
︑
第
四
節
の
小
町
塚
経
塚
︵
浦
口
町
︶
と
第
五
節
朝
熊
山
経
塚
︵
朝
熊
町
金
剛
證
寺
︶
が
有
名
で
あ
る
︒
前
者
の
小
町
塚
経
塚
は
全
国
有
数
の
経
塚
で
︑
神
宮
神
主
た
る
大
宮
司
の
大
中
臣
氏
︑
内
宮
禰
宜
の
荒
木
田
氏
︑
外
宮
禰
宜
の
度
会
氏
が
仏
教
信
仰
と
も
ど
う
か
か
わ
っ
た
か
が
解
明
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
︒
発
掘
調
査
の
な
さ
れ
た
朝
熊
山
経
塚
は
︑
伊
勢
市
東
南
の
標
高
五
五
四
米
霊
峰
朝
熊
山
の
山
頂
峰
か
ら
東
斜
面
︑
金
剛
證
寺
裏
の
標
高
五
四
二
米
経
ヶ
峰
と
い
う
東
西
南
北
の
展
望
で
き
る
絶
景
の
地
に
所
在
す
る
︒
経
塚
の
分
布
は
南
北
二
二
米
︑
東
西
一
四
米
の
範
囲
に
総
数
四
三
基
が
確
認
さ
れ
︑
外
部
構
造
は
二
︑
三
米
の
方
形
や
長
方
形
の
石
組
囲
い
が
︑
内
部
構
造
は
土
壙
︑
石
囲
み
︑
小
石
室
︑
瓦
囲
い
の
中
に
銅
製
経
筒
六
基
と
陶
製
経
筒
五
六
個
が
検
出
さ
れ
て
い
る
︒
造
営
年
代
は
陶
製
経
筒
の
銘
文
よ
『伊
勢
市
史
﹄
第
六
巻
考
古
編
︵
堀
田
︶
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り
︑
保
元
元
年
︵
一
一
五
六
︶
か
ら
文
治
二
年
︵
一
一
八
五
︶
の
二
九
年
間
で
あ
る
︒
近
世
の
徳
川
政
権
下
の
江
戸
時
代
は
宗
教
都
市
宇
治
と
山
田
︑
商
業
都
市
河
崎
︑
港
湾
都
市
大
湊
の
町
々
は
現
在
の
市
街
地
と
重
複
し
︑
条
件
の
良
い
試
掘
調
査
で
し
か
検
出
で
き
な
い
︒
第
五
章
試
掘
調
査
遺
跡
で
は
七
ヶ
所
で
実
施
さ
れ
︑
最
下
層
が
室
町
期
で
︑
そ
の
上
に
近
世
に
か
け
数
層
の
整
地
と
火
災
層
が
認
め
ら
れ
︑
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
御
師
の
活
躍
に
よ
り
伊
勢
信
仰
の
流
行
で
︑
宿
泊
家
や
寺
院
な
ど
宇
治
と
山
田
に
数
多
く
集
中
し
て
存
在
し
て
い
た
︒
第
三
章
遺
跡
概
観
は
本
文
の
八
二
〇
頁
中
︑
四
六
九
頁
を
占
め
約
五
七
・
二
％
と
本
書
の
大
半
を
構
成
し
て
い
る
︒
遺
跡
分
布
図
の
遺
跡
番
号
と
本
章
の
遺
跡
番
号
が
一
致
し
︑
両
者
の
活
用
方
法
を
よ
り
便
利
に
な
る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
第
一
節
北
浜
地
区
の
一
番
遺
跡
か
ら
第
十
六
節
四
郷
地
区
三
七
八
番
上
條
塚
遺
跡
ま
で
︑
内
容
の
明
ら
か
な
遺
跡
で
は
位
置
と
環
境
︑
豊
富
な
遺
構
や
出
土
遺
物
の
実
測
図
表
と
写
真
︑
伊
勢
両
大
神
宮
︵
内
・
外
宮
︶
の
鎮
座
地
の
重
要
性
を
具
現
し
た
圧
巻
章
と
い
え
る
︒
我
田
引
水
に
な
る
が
︑
皇
大
神
宮
の
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
時
︑
第
十
二
節
明
倫
地
区
豊
川
二
三
七
豊
受
宮
宮
域
内
︑
第
十
四
節
進
修
地
区
二
五
七
皇
大
神
宮
宮
域
内
の
出
土
遺
物
等
が
注
目
さ
れ
る
︒
前
者
の
出
土
遺
物
は
鈴
木
敏
雄
氏
と
井
上
頼
文
氏
ら
に
よ
る
採
集
遺
物
の
図
表
で
は
︑
弥
生
末
か
ら
古
墳
初
期
を
含
む
四
点
の
土
師
器
を
始
め
︑
古
墳
時
代
の
後
期
を
中
心
に
奈
良
時
代
に
至
る
須
恵
器
が
多
く
︑
土
師
器
で
は
甑
の
牛
角
把
手
が
目
に
つ
く
︒
佐
藤
虎
雄
氏
の
﹁
神
宮
の
土
器
﹂
で
も
︑
よ
り
多
く
が
須
恵
器
で
︑
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
の
灰
釉
陶
器
や
山
茶
碗
片
が
若
干
み
ら
れ
る
︒
後
者
の
宇
治
館
町
皇
大
神
宮
宮
域
内
か
ら
も
︑
外
宮
宮
域
内
と
同
じ
く
鈴
木
・
井
上
両
氏
の
採
集
さ
れ
た
土
師
器
に
須
恵
器
︑
平
安
末
の
山
茶
碗
と
土
師
器
︑
鎌
倉
時
代
の
陶
器
や
土
師
器
類
が
採
集
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
古
墳
時
代
の
祭
祀
遺
物
滑
石
製
模
造
品
︵
剣
菱
形
石
製
品
︑
双
孔
円
盤
︑
勾
玉
︑
臼
玉
八
一
点
等
︶
が
︑
荒
祭
宮
北
方
大
山
祇
神
社
後
林
で
採
集
さ
れ
︑
神
路
山
よ
り
臼
玉
・
円
板
・
馬
具
留
金
具
・
三
鈴
杏
葉
が
出
土
し
て
い
る
︒
わ
が
国
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
神
道
の
歴
史
的
背
景
を
︑
内
宮
と
外
宮
と
い
う
二
宮
が
鎮
座
す
る
当
地
に
︑﹃
伊
勢
市
史
﹄
と
い
う
全
八
巻
中
の
第
三
回
配
本
と
し
て
第
六
巻
考
古
編
が
平
成
二
三
年
三
月
伊
勢
市
よ
り
発
行
さ
れ
た
︒
遺
跡
・
遺
構
・
遺
物
を
中
心
に
多
く
の
図
表
︑
写
真
等
を
駆
使
し
て
当
地
を
考
古
学
的
に
集
大
成
し
た
圧
巻
で
あ
る
︒
編
著
者
た
る
岡
田
登
氏
の
学
識
を
は
じ
め
︑
本
書
に
か
け
た
御
尽
力
に
対
し
敬
意
を
表
し
た
い
︒
︵
ほ
り
た
・
け
い
い
ち
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
特
別
指
導
研
究
員
)
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